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ひびしん 経営内容のお知らせ 

　健全な経営を維持し、地域のお客様の信頼に常に応えていける体制を整えるため、経営体質の強化に努めています。

■損益の状況 （単位：百万円）

損益の状況

平成30年9月期平成29年9月期

　金融再生法開示債権による不良債権比率は3.54％となりました。不良債権に対しては十分な引当を実施しており、内
部留保とあわせて備えは万全です。

■金融再生法上の不良債権残高 （単位：百万円）

不良債権の状況

（注） 1．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の理由により経営破綻の状態に陥っている債務者に対する債権及びこれ
らに準ずる債権です。

　　 2．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取り
ができない可能性の高い債権です。

　　 3．「要管理債権」とは、「３ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権をいいます。
　　 4．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」

以外の債権をいいます。
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　当金庫では主に国内の債券を中心に有価証券運用を行っており、平成30年9月期の評価損益は7,751百万円となって
おります。

■有価証券の状況 （単位：百万円）

有価証券の状況

（注） 1．上記の「その他」とは外国証券及び投資信託等です。
　　 2．評価損益には帳簿価額（償却原価）と時価との差額を計上しております。
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　当金庫の平成30年9月期の自己資本比率は、国内基準の4％を大幅に上回っており、経営の健全性を維持しております。

■単体自己資本比率 （単位：百万円）

自己資本の状況

（注）自己資本比率の算出方法を定めた告示の改正に伴う新しい自己資本規制に基づき算出しています。
　　なお、当金庫は国内基準を採用しております。

平成30年3月期
項　　　　目

平成30年9月期

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の
差額の45%に相当する額のうち、コア資本に
係 る 基 礎 項 目 の 額 に 含 ま れ る 額

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額

うち、無形固定資産（のれん及びモーゲージ・
サービシング・ライツに係るものを除く。）

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー

コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目 の 額 （ イ ）

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目 の 額 （ ロ ）

自 己 資 本 の 額 　 　 　 　

信 用 リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額 の 合 計 額

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８%で除して得た額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額 の 合 計 額 （ 二 ）

自 己 資 本 比 率 　 　 　

（（イ）－（ロ））  （ハ）

（ （ハ）/（二） ）
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　信用金庫は、営業地域内の中小企業や住民の方々を会員とした協同組織の地域金融機関です。地域の皆さまからお預
かりしたご預金等をもとに、会員の方はもちろん地域の皆さまに広くご融資しております。信用金庫は地域の中小企業
や住民の皆さまに安定した資金を提供することで、地域の再生・活性化を図ることを使命としております。

■出資金および会員数

出資金及び会員数の状況

平成30年9月期
3,448
73,313

平成30年3月期
3,460
72,955

出 資 金 残 高 
会 員 数

（百万円）
（人）
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